
函館大谷短期大学施設の耐震化状況

函館大谷短期大学において、耐震性のある建物 ※面積の割合（耐震化率）は１００％

※耐震性のある建物：昭和５７年（新耐震基準）以降に整備した建物と耐震診断した結果、耐震性あり（Is値0.7以上）と診断された建物および耐震改修済みの建物

平成２７年１１月１日現在

昭和57年以降の 改修済みの建物面積 耐震性のある 耐震性のある建物
→ 建物面積 ＋ ＝ 建物面積

対象施設 4,998 ㎡ 1,211 ㎡ 6,209 ㎡ 100 ％
保有面積

￪

6,209 ㎡
昭和56年以前の うち、耐震診断済みの建物面積 耐震診断実施率

→ 建物面積 →
1,211 ㎡ 1,211 ㎡ 100 ％

↓

耐震診断の結果、耐震性が劣ると 耐震性が劣る建物
判断された建物で未改修の建物

0 ㎡ 0 ％

※ 日本私立学校振興・共済事業団調査「私立学校校舎等実態調査」に基づき算出


